
可
鋭
小
混
血
也
大

て
-
打
来
し
巾
か
と
巾
候
。
世
世
一
通
有
之
候
。
共
内
に
播
勝
守
へ

遺
恨
有
之
候
旨
.
相
樹
被
也
候
。
内
山
肌
助
は
師
一
子
、
弟
を
養
子
と
仕
叫
眠

中
候
。
御
後
殺
の
上
被
仰
出
候
は
、
内
出
陣
助
儀
不
屈
の
至
に
候
。
共

身
引
負
の
鍔
有
之
上

異
見
仕
候
播
府
守
へ
恨

E
含
み
巾
供
。
剰
へ

何
の
恨
も
無
之
型
前
市
寸
へ
切
か
け
巾
‘
頭
へ
釣
し
穿
不
随
至
極
に
被

思
召
候
。
依
之
養
子
何
某
流
罪
陀
被
仰
付
候
。
北
ハ
後
程
経
侠
て
盟
前

建
て
被
相
願
、
お
養
子
何
某
鴎
よ
り
師
会v
被
仰
付
候
。

右
肢
峰
の
時
.
盟
前
守
宅
は
今
の
比
見
谷
門
の
内
に
有
之
成
.
印

日
相
公
様
御
見
舞
被
遊
候
。
判
中
州
以
後
A

h

k

迄
恭
俄
に
被
存
候
。

菩
六
郎
十
周
一
回
滋
の
年
の
限
.
共
頃
熱
田
へ
養
子
陀
被
慌
越
候
故
.

江
戸
に
は
有
合
不
被
巾
候
。
右
雨
件
の
儀
は
芸
六
郎
へ
監
侠
て
物

部
承
侠
て
4
M
M

記
し
供
。
将
六
郎
行
年
六
十
六
歳

子
時
卒
保
三
年

脳
月
十
九
日
。

一
、
問
問
盟
州
、
御
家
へ
御
懇
意
の
筋
目

川
品
州
従
父
長
門
守
者
、
信
雄
公
の
一
家
老
K
候
慮
、
謀
叛
の
旨
能
宮

有
之
、
土
方
助
兵
衛
に
被
巾
付
仕
物
に
被
巾
付
候
。酬官山一山一一州問一日
4

略
取
此
時
伊
勢
山寸
は
必
崎
へ
館
一
整
能
。
綿
跡
的
吋
は
恭
悦
伊
勢
図

な
ど
へ
も
一
位
越
俳
佃
仕
候
。
肥
前
核
御
代
御
招
被
成
、
越
中
守
山
へ

現
に
銃
一
人
あ
旬
。
両
信
明
に
お
さ
て
依
〈
は
せ
℃
鉛
は
れ
と
云
。
求
問
見
て
資
〈
兄
ゆ
る
と
て
、
米
}
九

苔をるや
H
J
。
程
な
〈
二
百
石
あ
れ
・品
。
其
後
七
本
必
の
時
三
千
石
毛
@
大
，
A
O

叉
剣
山
雄
腿
筏
=
十
五
瓜

師一
mu
…一位一山尚一
γ

明

モ
れ
故
に
や
於
名
腿
屋
、
成
瀬
州
中
人
正
た
ど
挨
拶

得
、
商
質
問
都
の
様
子
な
り
。
赴
の
み
危
ら
宇
一
郷
の
者
士
瓜
は
蜘
a

之
.
附
一
つ
も
合
不
巾
伎
に
付
.
と
と
の
外
難
儀
に
存
制制附山一哨
mM
十

一
先
づ
盟
州
釆
地
閣
制
哨
川崎の
内
へ
能
越

八
九
の
時
分
、

部
合
主
遊

り
悲
し
居
候
所
・
養
母
よ
り
桜
L
K

巾
越
、
盟
州
一
家
よ
り
も
沙
汰
の

限
な
る
よ
し
に

τ・
兎
角
妻
子
も
出
来
仕
候
は
ど
愛
加
も
起
り
、
他

念
也
ま
じ
さ
な
ど
と
て
、
喪
主
迎
へ
る
相
談
候
得
共
、同
心
不
仕
侠
へ

}
聞
女
色
に
も
ち
か
づ
か

ば
、
美
女
を
貯
へ
妥
な
ど
を
出
血
伎
俳
共
、

宇
-
絡
に
は
江
戸
へ
混
腕
り
侠
底
岬
一
山
訓
臥
噌
間
前
一
山
一
付
制
院
噌
一
州
市
哨
雌
山
川
市
拙

時町一定盟
州
大
陀
悠
り
散
L
K

の
首
尾
陀
候
。
或
時
前
へ
呼
出
し
叡
訓
の

う
へ

K
.宰
の
儀
に
候
間
出
家
を
い
た
し
可
然
と
有
之
候
。
貌
註
が
ら

仙
川
も
な
き
申
様
と
右
中
候
は
、
出
家
仕
候
慌
笠
托
候
へ
ば
.
熱
問
よ

り
む
に
如
何
様
に
も
遁
世
仕
儀
に
候
。
何
と
ぞ
何
方
へ
ぞ
土
の
列
陀

入
り
.
出
中
公
を
箆
陀
存
候
U
M
出
川
依
へ
ば
、
由
帥
刊
有
之
と
て
加
賀
殿
な

ど
へ
走
り
入
申
・
ま
じ
く
候
と
、
叱
り
候
て
央
へ
入
申
候
。
此
叱
巾
K

て
心
附
.
何
と
ぞ
賀
州
へ
奉
公
仕
度
事
と
念
願
起
申
候
。
然
底
型
前

存
寄
、
喜
六
郎
知
狭
も
の

K
崎
町
問
、
資
州
へ
参
ま
じ
き
も
の
に
て
は

可
制

d
設
省
ナ、

O 

召
て
三
千
依
御
合
力
分
に
被
下
候
。
共
後
加
藤
肥
後
守
政
へ
八
千
石

に
て
被
招
候
て
‘
尚
昆
陣
K
供
仕
手
柄
仕
候
。
太
閤
へ
も
御
奉
公
仕
悦

旨
。
問
時
党
櫛
現
線
被
召
仕
候
。
御
家
へ
御
創
出
窓
は
布
の
筋
目
迄
に
て
も

無
之
、
荒
子
に
被
成
御
也
候
時
、
長
州
側
知
も
御
近
所
の
旨
巾
体
候
。

一
、
問
問
苓
六
郎
思
冗
の
山
純

問
問
す
百
六
邸
霊
元
今
技
六
十
九
歳
也
。
本
務
へ
延
寅
二
年
甲
賀
の
哉

子
時
二
十
五
歳
也
。
自
ら
其
始
末
を
翁
ν
余
語
り
被
聞
伐
間
出
u

記
し
ぬ
。
問
問
盟
前
向
寸
謀
長
湾
掘
削
刷
町
千
子
に
て
兄
弟
あ
ま
た
あ

ま
仕
。

り
。
七
携
の
時
尾
州
熱
闘
の
郷
土
加
勝
隼
人
江
戸
へ
来
り
し
凶
‘
問品

州
の
末
子
の
内
養
子
に
せ
ん
事
を
欲
す
。
将
六
郎
及
左
太
郎
雨
児
を

出
し
て
.
い
づ
れ
成
と
も
召
供
し
侠
桜
花
と
あ
り
け
る
時
、
苓
六
郎

を
扱
て
行
ね
。

十
三
哉
の
時
養
父
隼
人
死
去
に
て
養
母
に
背
せ
ら

る
0

町
内
印
刷
郎
日
市
開
制
献
は
訪
れ
宅
隼
人
弟
加
藤
幣
刀
皆
郷
士
に
て

名
~ 

屋
へ
年
始
広
一
度
づ
L
出
仕

K
出
る
ま
で
に
て
、
常
は
百
姓
町
人
伝

ど
の
様
に
、
或
は
川
地
の
設
秘
又
は
宅
地
の
悦
貨
件町
民
て
貨
航
を
議

M
l

。
制
限
白
米
関
木
ド
脇町
古
邸
と
中
せ
し
よ
h

，d
宿
区r
相
同
町
、
陀
加
錨

m人
が
議
に鹿市
公し鉛

A
9

ム
。ヌ
F
を
し
る
し
め
し
て
役
、

m人
決
錨
へ
州
問
ら
れ
険
は
‘
終
的
分
興
暗号
a
M
e
T

に

不仏町民取は、
mm
念
に
可
移
除
。む
か
し
の
侃
恩
ド
ド
と
℃
・
仰
山
郁
即
を
以
悶
繍
滋
ド
、
放
卯
丸
白
色
巾
笥

物
的
御
太
刀
抑
側
e
，
。
其
他
州
情
説
出
初
代
に
慾
成
俄
℃
A

喝
、
銭
信
仰
朱
印
磁
F
候

om中
頃
よ
り
i
j

恨
の
持
に
侠
依
.
め
帯
刀
諜
に
御
朱
印
あ
ふ
"
。
此
盟
今
回
悼
以
後
、
伊
藤
第
恕
が
老
人
鎗
軒舶を
脅鋲

に
‘
太
幽
江
州
北
町
に
お
は
せ
し
時
τ

加
随
喜
左
衛
門
主
三
人
洞
互
の
伯
父
也
。
太
閤
へ
巾
M
H

るは、

無
之
候
問
、
先
建
て
仰
.胎
い
た
し
位
可
然
旨
陀
て
、
本
多
民
州
江
戸

間川
合
に
付
、
せ
が
れ
桜
六
郎
か
桜
/
¥
の
仕
形
の
者
.
親
兄
弟
も
も

て
あ
っ
か
ひ
同
時
十
叫
候
。
私
閉
山
御
代
々
御
恕
立
に
被
成
下
候

m
.在
桜

の
依
存
出
し
か
け
込
可
申
も
維
計
候
問
、若
左
様
の
首
尾
も
院
は
ピ
、

念
度
御
叱
逐
か
へ
さ
れ
候
様
K
.
粂
て
頼
入
布
侠
旨
口
献
に
も

'm.

紙
面
も
訟
は
し
侠
皆
、
家
老
ど
も
の
内
よ
り
内
殺
し
ら
せ
巾
候
。
一

段
の
儀
と
存
、
二
十
五
放
の
時
金
部
へ
参
り
・
岡
閉
山
品
前
守
せ
が
れ
問

岡
山
廿
六
郎
・
御
申
臨
時
中
公
m
vA

能
魁
候
旨
巾
参
候
成
、
問
問
盛
田
右
術
門
捉

勘
右
衛
門
雨
入
、先
述
て
北
ハ
心
得
仕
候
耐
陀
て
、
町
屋
を
静
也
巾
候。

共
段
房
州
へ
前
人
よ
り
中
通
侠
岳
、
即
刻
獄
使
者
.
畑
出
日
放
前
へ
安
易

も
見
鋒
被
申
候
。
共
年
は
御
在
府
の
内
民
候
底
五
月
御
腕
柑
師
、十
月
被

召
出
、
御
馬
廻
組
陀
被
成
、御
知
行
八
百
石
被
下
、
三
丸
御
帯
入
仕
候

庭
・開H
地
釆
女
相
訴
に
出
回
成
・初
て
の
儀
陀
は
候
へ
北
ハ
念
頃
に
い
た
さ

れ
候
。
非
故
誠
人
・
勝
太
夫
郡
を
ば
疎
帥
町
民
不
亦
候
。二
年
め
に
江
戸

月
並
の
御
使
者
被
仰
付
.
盟
州
は
じ
め
針
而
‘
互
の
州
民
ぴ
不
大
形
候
。

乍
然
自
除
の
御
伎
に
は
逗
留
有
之
候
と
も
、
喜
六
郎
儀
は
一

日
も
は

ゃ
く
…
能
向
候
様
に
仕
皮
の
皆
、

型
前
よ
り
横
山
外
記
へ
迄
念
皮
申
建

候
て
無
問
地
問
郎
候
。
か
桜
陀
は
候
mw
共
、
御
閣
に
て
も
如
何
様
の
俄




